
8広報すおう大島 令和７年 ( 2025 年 ) ９月号

第
73
回
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権
競

漕
大
会

開
催
期
間　

８
月
２
日
㈯
～
５
日
㈫

開
催
地　

広
島
県

出
場
者　

周
防
大
島
高
校

 

・
男
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

　

佐
々
木
琉
唯
さ
ん
（
２
年
）、
村
上
昊
さ
ん

（
２
年
）、
濵
村
希
さ
ん
（
２
年
）、
保
田
大
樹

地
さ
ん
（
３
年
）、
井
宮
将
博
さ
ん
（
２
年
）

 

・
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

　

髙
橋
昌
義
さ
ん
（
３
年
）、
小
受
大
我
さ
ん

（
２
年
）

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

開
催
期
間　

８
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮

開
催
地　

山
口
県
岩
国
市

出
場
者

　

周
防
大
島
高
校　

廣
瀬
琴
子
さ
ん
（
２
年
）

Ｊ
Ｖ
Ａ 

第 

28 

回
全
国
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
期
間　

９
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰

開
催
地　

和
歌
山
県

出
場
者

　

周
防
大
島
中
学
校　

新
定
羽
唯
さ
ん
（
３

年
） 全

国
大
会
出
場
者
へ

激
励
費
授
与

▲全国大会に出場した廣瀬琴子さん㊨、ボート部を代表して出席
した髙橋昌義さん㊥と保田大樹地さん㊧（授与式：７月 25 日）

　　

大
島
大
橋
を
大
畠
側
か
ら
大
島
に
向
か
っ

て
い
る
と
、
車
窓
か
ら
飯
の
山
中
腹
に
神
社

が
見
え
て
く
る
。
こ
の
神
社
は
大
多
麻
根
神

社
と
い
い
創
建
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
も
の

の
、
古
事
記
に
「
次
に
大
島
を
生
み
た
ま
い

き
其
の
名
は
大
多
満
流
別
と
謂
う
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
相
当
古
い
神
社
と
思
わ
れ
る
。
社

殿
は
も
と
も
と
飯
の
山
山
頂
に
あ
っ
た
と
い

う
。

　

国
道
か
ら
そ
の
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
参

道
に
入
る
と
、
右
手
に
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。

そ
の
石
碑
に
は
「
こ
れ
や
こ
の
名
に
負
ふ
鳴

門
の
渦
潮
に
玉
藻
刈
る
と
ふ
海
人
娘
子
ど
も
」

と
い
う
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
７

世
紀
後
半
か
ら
８
世
紀
後
半
に
か
け
て
編
纂

さ
れ
た
、
現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
歌
集
・

万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た
一
首
で
あ
る
。
作
者

は
天
平
８
年
（
７
３
６
年
）
に
新
羅
（
朝
鮮

半
島
に
あ
っ
た
国
）
に
遣
わ
さ
れ
た
遣
新
羅

使
の
一
人
、
田
邉
秋
庭
で
あ
る
。

　

私
の
お
す
す
め
は
、
大
潮
の
潮
が
動
い
て

い
る
時
間
に
、
大
多
麻
根
神
社
の
一
の
鳥
居

が
あ
る
海
岸
沿
い
の
遊
歩
道
か
ら
み
る
夕
刻

の
東
瀬
戸
の
風
景
だ
。
真
っ
赤
に
燃
え
る
太

陽
が
東
瀬
戸
を
染
め
、
大
島
大
橋
の
橋
げ
た

に
ぶ
つ
か
る
潮
流
に
万
葉
の
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
に
な
る
。
目
に
入

る
風
景
と
潮
流
の
音
、
潮
の
に
お
い
な
ど
感

じ
た
ま
ま
、
一
首
詠
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

周
防
大
島
の
文
化
財 

67

大
多
麻
根
神
社
の
万
葉
歌
碑

周
防
大
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

豊
島　

正
行※大多麻根神社の表記ですが、「大多満根神社」

とする場合もありますが、ここでは『大島町誌』
の記載（980 頁、1192 頁等）に従って「大多麻
根神社」に統一しております。

▶
瀬
戸
公
園
に
あ
る
歌
碑

◀
大
多
麻
根
神
社
か
ら
望
む
大

島
瀬
戸

▲全国大会に出場する新定羽唯さん（授与式：８月 21 日）


